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第１章 「千葉市病院局人材育成方針」とは 

１ 本市病院事業の現状と課題 

   本市病院事業は、平成２３年４月より、経営形態を地方公営企業法の一部適用から全部適用へ移行したの 

ち、病院事業管理者のもと、２つの市立病院（青葉病院・海浜病院）を運営しています。 

両病院は地域の基幹病院として地域医療を支える重要な立場を担っており、市民が必要とする医療を地域で切 

れ目なく提供すること、救急・小児・周産期・災害・感染症・精神などの不採算・特殊部門に関わる医療の提供を

維持、発展させること等、市立病院としての役割を有しています。 

なお、千葉市立病院改革プラン（第６期）においては、それぞれの病院が果たすべき具体的な役割を次のとお

り策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、近年、病院事業を取り巻く環境は一層厳しさを増しており、少子超高齢化社会の進展による医療需要の

質的・量的な変化、生産年齢人口の減少に伴う働き手不足や、令和６年から適用された医師の働き方改革への

対応等を背景に、マンパワーの確保が大きな課題となっています。 

こうした中で、変化する医療ニーズを的確に捉え、市民に安全で質の高い医療を持続的に提供していくために重

要なカギとなるのが「人材」、すなわち、一人ひとりの職員です。 

職員一人ひとりが、自らの能力・強みを伸ばし、その力を思う存分発揮することで、職場や仕事を通じた達成感を

感じることが出来れば、それは組織全体の強化につながり、ひいては患者サービスへと還元されていきます。 

このように、本市病院事業にとって「人材」はとりわけ重要な資源であり、かけがえのない財産です。そして今日、

個々の「人材」の能力を最大限に引き出し、伸ばし、活かすための組織的・戦略的な取組みの必要性がますます高

まっています。 

 

 

 

 

◆青葉病院  

…  「内科診療の専門的治療の提供」、「整形外科・泌尿器科・外科領域の専門的治療の提供」、 

「救急医療の積極的な提供」、「災害医療への対応強化」、「精神医療の提供」、「感染症医療の提供」 

◆海浜病院 

…  「救急医療の充実」、「高齢者医療の強化」、「周産期医療の深化」、「小児医療の深化」、 

「移行期医療への取組み」 

◆共通 

 …  地域包括ケアシステムを中心とした地域完結型医療の実現に向けた在宅医療提供医療機関等への 

後方支援体制の確立、市内の医療機関・介護事業者などとの連携強化の推進、医療従事者・介護 

従事者・市民に対しての情報提供 
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２ 病院局人材育成方針 

   まず、市全体の話になりますが、本市では、所属や職種を問わず、市職員全員の育成と活用に関する組織的・ 

戦略的な取組みの方向性を示す中長期的な方針として、「千葉市人材育成・活用基本方針」が策定されていま

す。この方針に基づき、本市では「人が育ち、人が活きる組織へ」をコンセプトに、職員の人材育成・活用を図っていく

とともに、各局において、局固有の実情から生じる課題を解決するために、独自の人材育成の取組みを行うこととさ

れています。 

その点、病院局は、職員の約９割が医師や看護師などの様々な専門職で組織されており、市長部局とは異なっ 

た性質を有することから、独自の人材育成方針が必要であると考え、平成２５年度に「千葉市病院局人材育成

方針」を策定しました。 

その後、平成２６年度に策定された「千葉市立病院改革プラン（第３期）」の基本方針等を受け、「千葉市 

病院局人材育成方針」は廃止。新たに、医療専門職及び医療に携わる事務職を含む病院局の全職員を対象と

した「千葉市病院局人材育成方針・人材育成計画」を平成２７年度に策定し、運用を図ってきました。 

そしてこのたび、「千葉市立病院改革プラン（第６期）」の令和７年度策定にあわせ、改めて、市立病院の使 

命（※１）、千葉市立病院再整備基本構想（令和２年８月策定）における病院事業の基本方針（※２）

等を踏まえた内容の見直しを行い、「千葉市病院局人材育成方針」と名称を改訂したうえで、策定することとなりま

した。 
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◆ 市立病院の使命（※１） 

（１）市民が必要とする安全・安心で高度な医療を一人でも多くの市民に提供する 

（２）健全な病院経営を確立し、市立病院を持続発展させる 

 

◆ 病院事業の基本方針（千葉市立病院再整備基本構想）（※２） 

（１）政策的医療の提供 

・現在提供されている救急医療、周産期医療、小児医療、精神医療、感染症医療、災害医療などの政策的 

医療について、その機能を維持、発展させつつ、引き続きその機能を担います。 

・災害時に十分な医療機能を継続できるよう体制整備を行い、大規模災害時においても市民の命を守ります。 
 

（２）市民が必要とする医療の提供 

・変化する医療ニーズを的確に捉え、市民が必要とする医療を、地域で切れ目なく提供できるよう、地域の医療 

機関等と連携・役割分担し、医療提供体制の確保・充実に努めます。 

・市民が住み慣れた地域で安心して療養生活を送れるよう、地域の保健・医療・福祉の関係機関と連携してい 

きます。 
 

（３）患者目線の医療の実現 

・患者への丁寧な説明や患者の意思の尊重など患者と医療者が協働しつつ、患者の目線に立った医療を実現 

します。  
 

（４）職員が働きやすい環境づくり 

・良質な医療を提供できるよう、職員がやりがいと誇りを持ち、その能力を発揮できる運営体制の実現に取り組み 

ます。 

・職員が仕事と家庭生活の両方が充実できるよう、ワーク・ライフ・バランスの実現に取り組みます。 
 

（５）安定的な医療提供体制を持続するための人材育成の仕組みづくり 

・安定的な医療提供体制を持続するために、必要な人材の確保や人材育成に、より積極的に取り組みます。 

・全ての職種において、研修や教育を充実するとともに、特に、医師については、主要診療科で基幹研修施設と 

なることを目指します。 
 

（６）効率的な病院運営に取組む 

・安全性や費用対効果を検証した上で、ＩＣＴなどのテクノロジーの活用を検討するとともに、両病院の業務の 

共通化など、医療環境の整備や業務の効率性の向上を図ります。 

・両市立病院の診療機能を検討するにあたっては、両市立病院の連携・協力体制の強化等による効率的な経 

営にも配慮していく必要があります。そのため、両市立病院同士のみならず、他医療機関との役割分担を踏ま 

え、診療体制や診療機能に応じた病床整備を検討します。 

・安定的に医療を提供するためには、経営の健全化も不可欠であり、医業収支の改善に向けた取組みを継続 

的に行います。 
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第２章 人材育成方針 

１ 基本方針 

千葉市病院局では、「市民が必要とする安全・安心で高度な医療を一人でも多くの市民に提供する。」「健全な

病院経営を確立し市立病院を持続発展させる。」という使命を職員一人ひとりが理解し、市民から期待される役割

を自ら考え行動できるよう職員の意識改革を進めるとともに、地域包括ケアシステムの確立に貢献できる人材を育

成します。 

 

２ 病院局職員全体に求められる職員像 

前述の基本方針を達成出来るような職員を育成するため、まず、病院局職員が共通して意識すべき姿勢として、 

「病院局職員全体に求められる職員像」を提示します。 

 

（１）自己研鑽を怠らず、知識と技術の向上に努める職員 

 〇市民が必要とする安全・安心で高度な医療の提供を実現するため、変化する医療ニーズを的確にとらえ、市

立病院をよりよくするためのチャレンジを楽しみ、改革・改善に取組む職員 

    〇自らのキャリアを考え、自主的・自律的な取組みによって能力を高める職員 

 

（２）接遇の意識を高く持ち、市民（患者・家族）への満足と信頼を得ることができる職員 

    〇医療を担うプロフェッショナルとして高い倫理観をもち、親切・丁寧な対応や分かりやすい説明を行うことで、患

者との信頼関係を築く職員 

 

（３）協働の意識を持ち、職員間の連携を図りながら職務を遂行していく職員 

〇両市立病院のみならず、他医療機関や施設、各種職能団体など多様な主体と連携し、異なる視点や価値

観のもとで、ともに課題解決策を創り上げていく職員 

 

（４）経営の意識を持ちつつ業務を遂行する職員 

    〇病院経営、効率的な医療提供体制の実現に向けたコスト意識や収益の確保、という視点をもって業務改善 

にあたり、組織運営に参画する職員 

 

３ 部門（職種）別に求められる職員像 

   続いて、「各部門（職種）別に求められる職員像」を提示します。 

各部門は自らの主体性にもとづき、自発的・積極的な人材育成に取組むものとします。 

    

（１）医師 

ア 市立病院の医師として、地域に求められる最善の医療を提供できる職員 

イ 接遇の意識を持ち、分かりやすい説明を心がけ、納得のいく医療を提供できる職員 

ウ 安心、安全で質の高い医療を提供するために、多職種と連携し、患者中心の医療を実現できる職員 

エ 常に最新の根拠に基づく医学の知識や技術を習得するよう努めるとともに、質の高い医療人を育成する 

ため、医学教育にも積極的に参加する職員 
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オ 病院経営・効率的運営という視点を持ち、業務改善などの推進に参画できる職員 

 

（２）看護部（看護師・助産師・介護福祉士・看護補助員） 

ア 看護に関わる者として、変化する医療や人々の健康上のニーズに応えるために学び続ける姿勢を持ち、組

織の目指す安全・安心な医療の実現に向けて能力を発揮できる職員 

イ 市民全体の奉仕者および看護に関わる者として、高い倫理的感受性を備え、公平な医療の実現を考えて

行動できる職員 

ウ 接遇の意識を高く持ち、患者・家族の満足と信頼を得ることができる職員 

エ 多職種と協働し、チーム医療に参画する能力を有する職員 

オ 看護を取り巻く経営資源を効率的に運用し、病院運営に貢献できる職員 

 

（３）薬剤部 

   ア 市民が安全に安心して薬物治療が受けられるように、患者目線で支援できる職員 

イ 医薬品を適正に管理し、安全で良質な医薬品を提供できる職員 

ウ 職種を超えて良好なコミュニケーションを図り、多職種と協働し、チーム医療に貢献できる職員 

エ 医療安全の質を高めるため主体的に行動できる職員 

オ 学会及び研修会等に積極的に参加、発表して、薬剤師として資質の向上に努める職員 

カ 他の医療機関や調剤薬局等と連携の取れる職員 

キ 病院の運営・経営に参画できる職員 

 

（４）放射線科 

ア 専門的な知識と技術を高め、最新の医療技術に対応する職員 

イ 放射線機器の安全管理と放射線防護の最適化に努める職員 

ウ 市民に安心して医療を受けてもらえるよう、心のこもった対応ができる職員 

エ 質の高い安心・安全なチーム医療に貢献できる職員 

オ 専門職としての自覚を持ち、知識と技術の研鑽と後輩の育成に努める職員 

 

（５）臨床検査科 

ア 臨床検査は人命に関わる重要な生体情報であることを自覚し、医療人としての倫理観を備えた、安全で

高い精度の検査を実践できる職員 

イ 専門領域の他にも広く教養を身につけ豊かな人間性を養い、市民の信望を高められる職員 

ウ 医療従事者相互の調和に努め、チーム医療に貢献できる職員 

エ 自己研鑽に励み、認定資格取得など専門性を高めるとともに、後輩育成に努める職員 

オ 学会などに積極的に参加し、他施設とのネットワークを構築し、有用な情報交換ができる職員 

カ 検査科全体、病院全体を意識し、改善策を提案して実践していくことができる職員 

 

（６）栄養科 

ア 専門分野についての知識・技術を習得するため自己研鑽に努め、的確な栄養管理・栄養指導ができる 

職員 
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イ チーム医療の一員として、協調性をもって活動できる職員 

ウ 医療人としての倫理観と豊かな人間性を有する職員 

エ 病態に即した給食管理と衛生管理ができる職員 

オ 地域や関連団体、学会などのネットワークづくりや学会に参加し、多面的な情報を有する職員 

 

（７）臨床工学科 

ア 生命維持管理装置をはじめとした医療機器に係る操作及び保守・点検を担うための高い技術や知識を有

する職員 

イ 高度・救急医療における理想的な診療体制を実現するために、医療機器の取り扱いに関して高い専門性

を発揮できる職員 

ウ 多職種との連携を図り、効率的なチーム医療を展開できる職員 

エ 専門職としての責務を果たすために、学会・研修会等に積極的に参加し、知識や技術の向上に努めること

ができる職員 

オ 医療機器の安全性を維持しつつ、コスト意識をもてる職員 

カ 患者の権利やプライバシーを遵守し、安心・安全な医療を提供できる職員 

 

（８）リハビリテーション部門（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士） 

ア 患者と真摯に向き合い、人権を尊重し、誠実な対応ができる職員 

イ 常に周囲に気を配り、安全・安心に配慮できる職員 

ウ チームとして協調し、効率的な組織運営に対応できる職員 

エ 向上心を持ち、自ら課題を見つけ、積極的に行動できる職員 

 

（９）地域連携部門（社会福祉士・精神保健福祉士・看護師） 

ア 地域医療・保健・福祉・介護など地域社会資源を包括的にとらえ、関係機関との連携・調整を行うことが

できる職員 

イ 良質な医療を継続して提供できるよう、院内外の関連多職種との連携・調整を担うことができる職員 

ウ 医療に係る専門職業人として関連分野の知識や技術の向上に努め、自己研鑽ができる職員 

エ 相談者が抱えるさまざまな背景を踏まえ、意思決定支援を行うことができる職員 

オ 病院経営のために、地域連携の視点から意見・提案ができる職員 

 

（10）診療情報管理士 

ア 医師、看護師をはじめ多職種と良好なコミュニケーションを図りながら、診療情報の整合性・見読性・公正

性を確保できる職員 

イ 常に向上心を持ち、学会及び研修会などに参加し自己研鑽ができる職員 

ウ ＤＰＣコーディングの精度向上に前向きに取り組むことができる職員 

エ 病院経営に資するさまざまな診療情報の提供・提案ができる職員 

オ 診療情報を管理するという観点からチーム医療に貢献できる職員 

カ 接遇の意識を高く持ち、親切・丁寧な対応ができる職員 
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（11）事務部門（病院事務局及び経営企画課・管理課の事務職） 

【病院事務局】 

ア 病院事業に必要な知識の取得・向上に努める職員 

イ 接遇の意識を高く持ち、親切・丁寧な対応や、わかりやすい説明を行うことで、市民（患者・家族）への満

足と信頼を得ることができる職員 

ウ 自らが主体となって、経営改善・業務改善を図ることができる職員 

エ 他職種間、両病院間、経営企画課・管理課との連携・調整を図ることができる職員 

オ 組織の中に知識の蓄積を図るため、個々の職員が有している知識を共有・継承・活用できる職員 

 

【経営企画課・管理課】 

   ア 病院事業に必要な知識の取得・向上に努める職員 

   イ 自らが主体となって、経営改善・業務改善を図ることができる職員 

ウ 両病院の現場の考えを理解し、病院局職員全体と連携・調整を図ることができる職員 

エ 組織の中に知識の蓄積を図るため、個々の職員が有している知識を共有・継承・活用できる職員 

 

第３章 人材育成ラダー 

１ 人材育成ラダーの考え方 

   前章で述べた人材育成方針に実効性及び具体性をもたせるため、病院局では、全職員を対象にした、部門

（職種）別・階層別の人材育成ラダーを策定し、各部門（職種）における新人から中堅、リーダー、管理的な立

場に至るまでの到達目標・必須研修・任意研修等を掲載しています。 

各部門（職種）とも、新人には、千葉市の職員、医療人としての自覚と責任を持つことを第一とし、その職種に

おいて必要な基本的知識・技術を習得し、コミュニケーション能力を向上させることに重点を置いています。 

それぞれの職種に必要不可欠な業務遂行能力を習得した後は、たとえば認定・専門分野の資格取得やジェネラ

リストとしてのプロフェッショナルを目指すなど、その専門性をさらに深化させながら、「市民が必要とする安全・安心で

高度な医療の提供」「病院経営」「チーム医療」に貢献し参画することに留意し、達成目標を掲げています。 

管理職や部門（職種）のリーダーに対しては、専門性だけでなく、組織をマネジメントする上で必要なスキルを持

つことを到達目標の一つとしています。 

これらの目標を達成させるためのツールの一つとして、内外の研修参加による OFF-JT での学習、学会などでの論 

文発表、資格・認定取得をラダーに組み込んでいます。 

また、安全・安心、親切・丁寧、高度な医療の提供を行い、患者・家族（市民）への満足と信頼を得ることがで

きる職員の育成を実現するために、「医療安全研修」「感染管理研修」「接遇研修」を受け、現場で活かすことにも

重点を置いています。 

なお、心肺停止の早期認識、通報、胸骨圧迫による心臓マッサージ、AED の使用に関する「心肺蘇生研修」を

行い、院内での一次救命処置が病院の全職員が習得できることを目指しています。 
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２ 全職員共通の人材育成ラダー 
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３ 部門（職種）別の人材育成ラダー 
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到
達

目
標

専
門

・認
定

等
の

資
格

取
得

な
ど

１
　

市
立

病
院

の
使

命
や

病
院

事
業

管
理

者
の

意
思

を
理

解
し

、
病

院
・看

護
部

の
理

念
・目

標
を

看
護

部
職

員
全

体
に

示
し

、
浸

透
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

２
　

病
院

経
営

・運
営

の
中

心
的

な
役

割
を

担
い

、
経

営
戦

略
マ

ッ
プ

を
作

り
、

そ
の

進
捗

を
管

理
す

る
こ

と
が

で
き

る

千
葉

市
病

院
局

職
員

研
修

・人
事

考
課

研
修

・自
治

体
病

院
管

理
者

研
修

会
・認

定
看

護
管

理
者

制
度

　
新

C
A

N
研

修

認
定

看
護

管
理

者
医

療
安

全
管

理
者

１
　

市
立

病
院

の
使

命
や

病
院

・看
護

部
の

理
念

・目
標

が
看

護
部

職
員

全
体

に
浸

透
す

る
よ

う
看

護
部

長
を

補
佐

す
る

こ
と

が
で

き
る

２
　

看
護

部
長

の
指

示
の

下
、

経
営

戦
略

マ
ッ

プ
を

作
り

、
そ

の
進

捗
を

管
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

３
　

医
療

安
全

管
理

者
と

し
て

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
が

発
揮

で
き

る
４

　
看

護
部

に
属

す
る

職
員

を
統

括
・管

理
し

、
そ

れ
ら

職
種

の
人

材
育

成
に

責
任

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る

千
葉

市
職

員
研

修
・面

接
官

研
修

千
葉

市
病

院
局

職
員

研
修

・人
事

考
課

研
修

・労
務

管
理

研
修

・D
P

C
研

修

・医
療

安
全

管
理

者
研

修
・認

定
看

護
管

理
者

制
度

　
新

C
A

N
研

修

認
定

看
護

管
理

者
医

療
安

全
管

理
者

医
療

対
話

推
進

者

Ⅳ
看

護
管

理
者

１
　

病
院

・看
護

部
の

目
標

達
成

に
向

け
て

、
所

属
を

超
え

た
組

織
の

活
動

を
推

進
で

き
る

２
　

看
護

実
践

に
お

い
て

、
状

況
に

応
じ

た
総

合
的

な
判

断
が

で
き

る
３

　
管

理
者

と
し

て
の

視
点

で
、

組
織

横
断

的
に

関
連

部
門

や
地

域
と

の
連

携
・調

整
・

協
働

が
で

き
る

４
　

看
護

研
究

の
指

導
が

で
き

る

千
葉

市
職

員
研

修
・公

務
員

倫
理

研
修

千
葉

市
病

院
局

職
員

研
修

・労
務

管
理

研
修

・マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ラ
ダ

ー
に

応
じ

た
研

修

・医
療

安
全

管
理

者
研

修
・認

定
看

護
管

理
者

制
度

　
看

護
管

理
研

修
・医

療
対

話
推

進
者

養
成

セ
ミ

ナ
ー

・看
護

補
助

者
体

制
指

導
者

養
成

研
修

医
療

安
全

管
理

者
医

療
対

話
推

進
者

看
護

補
助

者
体

制
指

導
者

Ⅲ
中

堅
リ

ー
ダ

ー

１
　

自
己

目
標

を
チ

ー
ム

目
標

と
連

動
さ

せ
て

立
案

し
、

部
署

目
標

の
達

成
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
２

　
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

の
役

割
を

果
た

し
、

チ
ー

ム
内

で
発

生
し

た
問

題
を

解
決

で
き

る
３

　
受

け
持

ち
看

護
師

と
し

て
、

看
護

実
践

者
と

し
て

の
役

割
モ

デ
ル

が
で

き
る

４
　

後
輩

や
看

護
学

生
に

対
し

、
適

切
な

指
導

・調
整

が
で

き
る

５
　

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

必
要

性
を

理
解

し
、

自
己

研
鑽

が
で

き
る

６
　

研
究

の
学

び
と

実
践

を
通

し
て

看
護

の
知

識
を

深
め

、
主

体
的

に
研

究
に

臨
み

、
研

究
能

力
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る

Ⅱ
メ

ン
バ

ー

1　
自

己
目

標
を

チ
ー

ム
目

標
と

連
動

さ
せ

て
立

案
し

、
そ

の
目

標
達

成
に

む
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
２

　
医

療
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

の
役

割
を

理
解

し
、

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
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発
揮

で
き

る
３
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づ
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踏
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４
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５
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開
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規
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者
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テ

ー
シ

ョ
ン

・千
葉

市
病
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局

職
員
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修
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長

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

副
部

長

看
護

実
践

能
力

習
熟

段
階

に
応

じ
た
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病

院
看

護
部

研
修
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ロ

グ
ラ
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照
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ャ
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ア
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イ

ド
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照
・施

設
基
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お

よ
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診
療

報
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資

格

（
２
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看

護
部
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２

－
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員
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実
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能
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熟
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る
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テ
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研
修
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研
修
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係
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資
格

Ⅰ
新

人

１
　

公
務

員
、

病
院

職
員

、
看

護
職

員
と

し
て

の
自

覚
と

責
任

が
持

て
る

２
　

病
院

・看
護

部
の

理
念

を
理

解
し

行
動

で
き

る
３

　
正

確
な

知
識

・技
術

を
見

に
つ

け
、

指
導

を
受

け
な

が
ら

患
者

に
安

全
な
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本

的
ケ

ア
を

提
供

で
き

る
４

　
患

者
・家

族
及

び
職

員
と

の
良

好
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
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シ
ョ

ン
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

５
　

日
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業
務

を
振

り
返

り
、

自
己
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必
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な
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に
指

導
を

受
け

な
が
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組

む
こ

と
が

で
き

る

医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 看 護 倫 理 研 修 心 肺 蘇 生 研 修

職 能 団 体 ・ 各 種 学 会 開 催 の 研 修 会 及 び 学 会 参 加
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到
達

目
標

専
門

・
認

定
等

の
資

格
取

得
な

ど

Ⅳ
経

験
1
0
年

目
～

１
　

後
輩

の
業

務
遂

行
能

力
を

把
握

し
、

指
導

や
業

務
調

整
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

２
　

急
性

期
病

院
に

お
け

る
介

護
福

祉
士

の
役

割
を

確
立

し
、

後
輩

の
育

成
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
３

　
専

門
性

を
発

揮
し

、
チ

ー
ム

医
療

に
参

画
で

き
る

Ⅲ
経

験
6
年

目
～

9
年

目

１
　

看
護

師
の

指
示

の
下

、
適

切
な

吸
痰

（
医

療
行

為
）
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

２
　

後
輩

の
指

導
が

で
き

る
３

　
チ

ー
ム

医
療

に
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献
で

き
る

Ⅱ
経

験
2
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目
～

5
年

目

１
　

看
護

師
の

指
示

の
下

、
介

護
ケ

ア
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

（
看

護
師

の
指

示
・
指

導
の

下
、

日
常

生
活

の
援

助
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

《
看

護
補

助
員

》
）

２
　

自
己

の
役

割
を

理
解

し
、

優
先

順
位

を
考

え
な

が
ら

業
務

遂
行

が
で

き
る

３
　

必
要

に
応

じ
て

患
者

の
状

況
を

速
や

か
に

看
護

師
に

報
告

す
る

こ
と

が
で

き
る

４
　

新
人

の
指

導
が

で
き

る

Ⅰ
新

人

１
　

千
葉

市
職

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
ち

、
病

院
の

理
念

を
理

解
し

、
社

会
人

・
医

療
人

と
し

て
の

行
動

が
と

れ
る

２
　

病
院

全
体

の
業

務
の

流
れ

が
理

解
で

き
、

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
業

務
を

確
実

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
３

　
介

護
業

務
に

必
要

な
基

本
的

技
術

と
知

識
を

習
得

す
る

４
　

医
療

安
全

・
感

染
対

策
を

理
解

す
る

５
　

院
内

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

適
切

に
取

れ
る

・
新

規
採

用
者

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
・
千

葉
市

病
院

局
職

員
研

修

各
病

院
看

護
部

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

照

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

施
設

基
準

お
よ

び
診

療
報

酬
に

係
る

研
修

（
２

）
看

護
部

　
（
２

－
２

）
介

護
福

祉
士

・
看

護
補

助
員

ス
テ

ッ
プ

内
部

研
修

外
部

研
修

意
識

改
革

医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修

各 種 学 会 参 加 ・ 発 表 職 能 団 体 の 研 修 会 参 加
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到
達

目
標

専
門

・認
定

等
の

資
格

取
得

な
ど

Ⅵ
薬

剤
部

長

１
　

組
織

の
方

向
性

を
示

し
、

円
滑

な
業

務
運

営
が

で
き

る
よ

う
調

整
す

る
２

　
計

画
的

な
人

材
育

成
を

行
う

と
と

も
に

、
部

下
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

積
極

的
に

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
る

３
　

麻
薬

管
理

者
及

び
医

薬
品

安
全

管
理

責
任

者
と

し
て

の
職

務
を

遂
行

で
き

る
４

　
経

営
的

な
視

点
に

立
ち

、
対

外
的

な
交

渉
が

で
き

、
経

営
改

善
の

戦
略

が
立

て
ら

れ
る

５
　

部
内

の
労

働
安

全
衛

生
上

の
諸

問
題

に
気

づ
き

、
労

働
環

境
の

整
備

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
６

　
職

能
団

体
な

ど
が

主
催

す
る

対
外

的
な

活
動

に
積

極
的

に
参

画
す

る

千
葉

市
職

員
研

修
・課

長
研

修
・面

接
官

研
修

・全
国

自
治

体
病

院
・全

国
都

市
立

病
院

薬
局

長
研

修
会

・医
療

安
全

管
理

者
研

修

Ⅴ
副

薬
剤

部
長

１
　

組
織

の
方

向
性

を
示

し
、

円
滑

な
業

務
運

営
が

で
き

る
よ

う
に

薬
剤

部
長

を
補

佐
す

る
。

２
　

計
画

的
な

人
材

育
成

を
行

う
と

と
も

に
部

下
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

積
極

的
に

支
援

で
き

る
。

３
　

後
輩

の
論

文
発

表
の

た
め

の
助

言
・指

導
が

で
き

る
４

　
薬

剤
部

内
外

の
全

体
業

務
を

統
括

し
、

円
滑

に
業

務
が

遂
行

で
き

る
よ

う
に

業
務

調
整

を
行

う
５

　
職

能
団

体
な

ど
が

主
催

す
る

対
外

的
な

活
動

に
積

極
的

に
参

画
す

る

千
葉

市
職

員
研

修
・課

長
補

佐
研

修
・医

療
安

全
管

理
者

研
修

Ⅳ
主

査

１
　

認
定

資
格

を
取

得
ま

た
は

更
新

す
る

２
　

チ
ー

ム
医

療
に

参
画

で
き

る
３

　
後

輩
の

論
文

発
表

の
た

め
の

助
言

・指
導

が
で

き
る

４
　

担
当

業
務

を
統

括
し

、
円

滑
に

業
務

が
遂

行
で

き
る

よ
う

に
業

務
分

担
・人

員
配

置
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

５
　

学
会

や
誌

上
に

積
極

的
に

発
表

す
る

６
　

職
能

団
体

な
ど

が
主

催
す

る
対

外
的

な
活

動
に

参
画

す
る

千
葉

市
職

員
研

修
・主

査
研

修

Ⅲ
主

任
経

験
6年

目
～

１
　

認
定

資
格

を
取

得
す

る
２

　
高

度
な

知
識

を
活

か
し

、
医

師
及

び
他

職
種

に
適

切
な

提
案

が
で

き
る

３
　

チ
ー

ム
医

療
に

貢
献

で
き

る
４

　
担

当
の

業
務

を
行

い
つ

つ
、

後
輩

の
指

導
が

で
き

る
５

　
学

会
や

誌
上

に
積

極
的

に
発

表
す

る
６

　
取

得
し

た
資

格
等

を
活

か
し

て
職

能
団

体
な

ど
が

主
催

す
る

対
外

的
な

活
動

に
参

画
す

る

Ⅱ
ス

タ
ッ

フ
経

験
2年

目
～

5年
目

１
　

担
当

業
務

を
細

部
に

理
解

し
、

遂
行

で
き

る
２

　
他

職
種

と
連

携
し

な
が

ら
担

当
す

る
病

棟
業

務
を

遂
行

で
き

る
３

　
指

導
を

受
け

な
が

ら
部

内
発

表
・学

会
発

表
が

で
き

る
４

　
各

種
資

格
の

取
得

ま
た

は
資

格
取

得
に

向
け

準
備

す
る

５
　

新
人

の
指

導
が

で
き

る

C
P

C
（生

涯
研

修
制

度
）認

証
の

認
定

薬
剤

師
（3

年
目

以
降

）

Ⅰ
新

人

１
　

千
葉

市
職

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
ち

、
病

院
の

理
念

を
理

解
し

、
社

会
人

・医
療

人
と

し
て

の
行

動
が

と
れ

る
２

　
病

院
全

体
の

業
務

の
流

れ
が

理
解

で
き

る
３

　
薬

剤
業

務
に

必
要

な
基

本
的

技
術

と
知

識
を

習
得

す
る

４
　

医
療

安
全

・感
染

対
策

を
理

解
す

る
５

　
院

内
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
適

切
に

取
れ

る

・新
規

採
用

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・千
葉

市
病

院
局

職
員

研
修

　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

各
種

学
会

・団
体

各
領

域
認

定
・専

門
薬

剤
師

指
導

薬
剤

師

医
療

安
全

管
理

者
衛

生
管

理
者

（
３

）
薬

剤
部

ス
テ

ッ
プ

内
部

研
修

外
部

研
修

意
識

改
革

薬 剤 部 内 研 修 会 ・ カ ン フ ァ レ ン ス へ の 参 加 及 び 発 表

医 薬 品 安 全 使 用 講 習 会 医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修 な ど

日 本 薬 剤 師 会 ・ 日 本 病 院 薬 剤 師 会 主 催 の 研 修 会 参 加

各 種 学 会 の 参 加 ・ 発 表 論 文 投 稿
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到
達

目
標

専
門

・
認

定
等

の
資

格
取

得
な

ど

１
　

組
織

の
方

向
性

を
示

し
、

円
滑

な
業

務
運

営
が

で
き

る
よ

う
調

整
す

る
２

　
計

画
的

な
人

材
育

成
を

行
う

と
と

も
に

、
部

下
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

積
極

的
に

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
る

３
　

科
内

の
労

働
安

全
衛

生
上

の
諸

問
題

に
気

づ
き

、
労

働
環

境
の

整
備

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
４

　
診

療
報

酬
や

部
門

統
計

な
ど

を
考

慮
し

、
業

務
改

善
の

計
画

立
案

、
実

施
、

評
価

を
行

う
こ

と
が

で
き

る

千
葉

市
職

員
研

修
・人

事
考

課
研

修
・面

接
官

研
修

・労
務

管
理

研
修

・マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

・医
療

安
全

管
理

者
研

修
医

療
安

全
管

理
者

Ⅳ
主

査
主

任
（部

門
の

責
任

者
）

１
　

放
射

線
科

内
の

業
務

調
整

や
院

内
全

体
の

調
整

な
ど

、
技

師
長

の
補

佐
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
２

　
チ

ー
ム

医
療

に
専

門
性

を
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

３
　

画
像

診
断

に
参

加
し

、
医

師
の

読
影

を
補

助
す

る
こ

と
が

で
き

る
４

　
各

種
ト

ラ
ブ

ル
に

対
し

、
迅

速
で

的
確

な
対

応
が

で
き

る

・ミ
ド

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修

Ⅲ

主
任

ス
タ

ッ
フ

経
験

6
年

目
～

1
5
年

目

１
　

専
門

分
野

で
の

知
識

・技
術

を
高

め
、

質
の

高
い

医
療

を
提

供
で

き
る

２
　

専
門

分
野

の
認

定
資

格
を

取
得

す
る

３
　

研
究

課
題

を
見

つ
け

、
学

会
や

研
究

会
へ

の
発

表
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

４
　

専
門

分
野

に
お

い
て

、
後

輩
の

指
導

が
で

き
る

Ⅱ
ス

タ
ッ

フ
経

験
2
年

目
～

5
年

目

１
　

理
論

に
基

づ
い

た
放

射
線

業
務

を
安

全
確

実
に

行
う

こ
と

が
で

き
る ２

　
幅

広
い

臨
床

知
識

・技
術

を
高

め
、

総
合

的
な

業
務

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
３

　
多

職
種

と
連

携
し

、
チ

ー
ム

医
療

に
参

加
で

き
る

４
　

新
人

の
指

導
が

で
き

る

Ⅰ
新

人

１
．

千
葉

市
職

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
ち

、
病

院
の

理
念

を
理

解
し

、
社

会
人

・医
療

人
と

し
て

の
行

動
が

と
れ

る
２

．
病

院
全

体
の

業
務

の
流

れ
が

理
解

で
き

る
３

．
放

射
線

業
務

に
必

要
な

基
本

的
技

術
・知

識
を

習
得

し
、

安
全

確
実

に
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
４

．
患

者
さ

ん
や

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

円
滑

に
と

る
こ

と
が

で
き

る

・新
規

採
用

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・千
葉

市
病

院
局

職
員

研
修

（
４

）
放

射
線

科

ス
テ

ッ
プ

技
師

長

　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

・マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

（
基

礎
）

X
線

C
T
認

定
技

師

血
管

撮
影

ｲ
ﾝ
ﾀｰ

ﾍ
ﾞﾝ

ｼ
ｮﾝ

専
門

診
療

放
射

線
技

師 救
急

撮
影

認
定

技
師

核
医

学
専

門
技

師
放

射
線

治
療

専
門

放
射

線
技

師
医

用
画

像
情

報
専

門
技

師

肺
が

ん
C

T
検

診
認

定
技

師

検
診

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
撮

影
診

療
放

射
線

技
師

M
R

専
門

技
術

者

医
療

情
報

技
師

内
部

研
修

外
部

研
修

意
識

改
革

放 射 線 科 内 研 修 会 医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修

各 種 学 会 開 催 の 研 修 会 及 び 学 会 へ の 参 加

幅
広

い
臨

床

技
術

を
習

得

す
る

こ
と

や
、

認
定

資
格

を

更
新

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

短
期

的
な

両

病
院

交
流

研

修
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到
達

目
標

専
門

・
認

定
等

の
資

格
取

得
な

ど

１
　

組
織

の
方

向
性

を
示

し
、

円
滑

な
業

務
運

営
が

で
き

る
よ

う
調

整
す

る
２

　
計

画
的

な
人

材
育

成
を

行
う

と
と

も
に

、
部

下
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

積
極

的
に

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
る

３
　

科
内

の
労

働
安

全
衛

生
上

の
諸

問
題

に
気

づ
き

、
労

働
環

境
の

整
備

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
４

　
経

営
的

な
視

点
に

立
ち

、
経

営
改

善
の

戦
略

が
立

て
ら

れ
る

千
葉

市
職

員
研

修
・人

事
考

課
研

修
・面

接
官

研
修

・医
療

安
全

管
理

者
研

修
・ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

Ⅳ
主

査
主

任
（
部

門
の

責
任

者
）

１
　

認
定

資
格

を
取

得
ま

た
は

更
新

す
る

２
　

研
修

医
の

指
導

が
で

き
る

３
　

チ
ー

ム
医

療
に

参
画

で
き

る
４

　
後

輩
の

論
文

発
表

の
た

め
の

助
言

・指
導

が
で

き
る

５
　

後
輩

の
育

成
状

況
を

把
握

し
、

適
切

な
業

務
配

分
が

行
え

る
６

　
検

査
科

内
の

業
務

調
整

や
院

内
全

体
の

調
整

な
ど

、
技

師
長

の
補

佐
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る

・医
療

安
全

管
理

者
研

修
・マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修

Ⅲ
主

任

１
　

認
定

資
格

を
取

得
す

る
２

　
高

度
な

知
識

を
活

か
し

、
医

師
及

び
他

職
種

に
適

切
な

助
言

が
で

き
る

３
　

チ
ー

ム
医

療
に

貢
献

で
き

る
４

　
担

当
の

業
務

を
行

い
つ

つ
、

後
輩

の
指

導
が

で
き

る
５

　
学

会
や

誌
上

に
積

極
的

に
発

表
す

る
６

　
職

能
団

体
な

ど
が

主
催

す
る

対
外

的
な

活
動

に
積

極
的

に
参

画
す

る

Ⅱ
ス

タ
ッ

フ
経

験
2
年

目
～

主
任

前

１
　

担
当

検
査

機
器

及
び

担
当

業
務

を
細

部
に

理
解

し
、

遂
行

で
き

る
２

　
指

導
を

受
け

な
が

ら
科

内
発

表
・学

会
発

表
が

で
き

る
３

　
各

種
資

格
の

取
得

ま
た

は
資

格
取

得
に

向
け

準
備

す
る

４
　

新
人

の
指

導
が

で
き

る

Ⅰ
新

人

１
　

千
葉

市
職

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
ち

、
病

院
の

理
念

を
理

解
し

、
社

会
人

・医
療

人
と

し
て

の
行

動
が

と
れ

る
２

　
病

院
全

体
の

業
務

の
流

れ
が

理
解

で
き

る
３

　
検

査
業

務
に

必
要

な
基

本
的

技
術

と
知

識
を

習
得

す
る

４
　

医
療

安
全

・感
染

対
策

を
理

解
す

る
５

　
院

内
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
適

切
に

取
れ

る

・新
規

採
用

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・千
葉

市
病

院
局

職
員

研
修

（
５

）
臨

床
検

査
科

ス
テ

ッ
プ

技
師

長

　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

内
部

研
修

外
部

研
修

１
・2

級
臨

床
検

査
士

（日
本

臨
床

検
査

同
学

院
）

各
種

学
会

お
よ

び
日

本
臨

床
検

査
技

師
会

認
定

検
査

技
師

（更
新

）

認
定

管
理

検
査

技
師

総
合

管
理

検
査

技
師

2級
臨

床
検

査
士

（日
本

臨
床

検
査

同
学

院
）

認
定

検
査

技
師

（各
種

学
会

及
び

日
本

臨
床

検
査

技
師

会
）

意
識

改
革

検 査 科 内 研 修 会 医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 心 肺 蘇 生 研 修

臨 床 検 査 技 師 会 ・ 各 種 学 会 開 催 の 研 修 会 及 び 学 会 参 加

臨 床 検 査 に 関 連 す る セ ミ ナ ー な ど へ の 参 加
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到
達

目
標

専
門

・
認

定
等

の
資

格
取

得
な

ど

１
　

管
理

者
と

し
て

の
視

点
で

、
組

織
的

に
関

連
部

門
と

の
連

携
・
調

整
・
協

働
が

で
き

る
２

　
部

門
目

標
を

立
案

し
、

目
標

達
成

に
向

け
て

、
計

画
、

立
案

、
実

行
、

評
価

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
３

　
計

画
的

な
人

材
育

成
を

行
う

と
と

も
に

、
部

下
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

積
極

的
に

支
援

で
き

る
４

　
委

託
業

者
と

の
調

整
及

び
委

託
業

者
を

含
め

た
科

内
全

体
の

業
務

管
理

が
で

き
る

５
　

経
営

的
な

視
点

に
立

ち
、

経
営

改
善

の
戦

略
が

立
て

ら
れ

る

千
葉

市
職

員
研

修
・
面

接
官

研
修

医
療

安
全

管
理

者
研

修
医

療
安

全
管

理
者

Ⅳ
主

任
経

験
1
1
年

目
～

１
　

自
己

目
標

を
部

門
目

標
と

連
動

さ
せ

て
立

案
し

、
部

門
目

標
の

達
成

に
向

け
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

２
　

給
食

管
理

・
栄

養
管

理
・
栄

養
指

導
に

お
け

る
後

輩
の

指
導

・
助

言
が

で
き

る
３

　
後

輩
の

育
成

状
況

を
把

握
し

、
適

切
な

業
務

配
分

が
行

え
る ４

　
栄

養
科

内
の

業
務

調
整

や
院

内
全

体
の

調
整

な
ど

、
科

長
の

補
佐

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

Ⅲ
主

任
・
ス

タ
ッ

フ
経

験
6
年

目
～

1
0
年

目

１
　

部
門

や
医

療
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

、
委

員
会

や
院

内
の

チ
ー

ム
活

動
に

参
加

し
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

で
き

る
２

　
給

食
管

理
・
栄

養
管

理
・
栄

養
指

導
を

自
立

し
て

行
え

る
３

　
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

の
必

要
性

を
理

解
し

、
自

己
研

鑽
で

き
る

Ⅱ
ス

タ
ッ

フ
経

験
2
年

目
～

5
年

目

１
　

部
門

や
医

療
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

の
役

割
を

理
解

し
、

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

で
き

る
２

　
先

輩
の

指
導

・
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

給
食

管
理

・
栄

養
管

理
・
栄

養
指

導
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

３
　

日
々

の
管

理
栄

養
士

業
務

の
中

か
ら

課
題

を
見

つ
け

出
し

、
学

習
活

動
を

展
開

す
る

こ
と

が
で

き
る

日
本

糖
尿

病
療

養
指

導
士

病
態

栄
養

認
定

管
理

栄
養

士

Ⅰ
新

人

１
　

千
葉

市
職

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
ち

、
病

院
の

理
念

を
理

解
し

、
社

会
人

・
医

療
人

と
し

て
の

行
動

が
と

れ
る

２
　

栄
養

科
に

お
け

る
業

務
に

必
要

な
基

本
的

技
術

と
知

識
を

習
得

す
る

３
　

医
療

安
全

・
感

染
対

策
を

理
解

す
る

４
　

院
内

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

適
切

に
取

れ
る

５
　

日
常

業
務

を
振

り
返

り
、

指
導

を
受

け
な

が
ら

自
己

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る

・
新

規
採

用
者

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
・
千

葉
市

病
院

局
職

員
研

修

（
６

）
栄

養
科

ス
テ

ッ
プ

科
長

　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

内
部

研
修

外
部

研
修

認
定

管
理

栄
養

士

静
脈

経
腸

栄
養

管
理

栄
養

士
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

専
門

療
法

士

意
識

改
革

栄 養 科 内 研 修 会 ・ カ ン フ ァ レ ン ス

医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修

栄 養 士 会 ・ 各 種 学 会 開 催 の 研 修 会 及 び 学 会 参 加 ・ 発 表

栄 養 学 な ど に 関 連 す る セ ミ ナ ー な ど へ の 参 加
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到
達

目
標

専
門

・
認

定
等

の
資

格
取

得
な

ど

１
　

管
理

者
と

し
て

の
視

点
で

、
組

織
的

に
関

連
部

門
と

の
連

携
・調

整
・協

働
が

で
き

る

２
　

部
門

目
標

を
立

案
し

、
目

標
達

成
に

向
け

て
、

計
画

、
立

案
、

実

行
、

評
価

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
３

　
計

画
的

な
人

材
育

成
を

行
う

と
と

も
に

、
部

下
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ

を
積

極
的

に
支

援
で

き
る

４
　

委
託

業
者

と
の

調
整

及
び

委
託

業
者

を
含

め
た

科
内

全
体

の
業

務
管

理
が

で
き

る
５

　
経

営
的

な
視

点
に

立
ち

、
経

営
改

善
の

戦
略

が
立

て
ら

れ
る

Ⅳ
指

導
者

レ
ベ

ル
経

験
1
0
年

目
以

上

１
　

専
門

臨
床

工
学

技
士

の
資

格
を

有
す

る
又

は
そ

れ
と

同
等

以
上

の
知

識
・技

術
を

も
っ

て
、

臨
床

業
務

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
２

　
院

内
の

委
員

会
や

チ
ー

ム
活

動
な

ど
に

参
画

す
る

こ
と

が
で

き
る

３
　

指
導

者
と

し
て

、
後

輩
の

育
成

状
況

を
把

握
し

、
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

４
　

臨
床

工
学

科
内

の
業

務
調

整
を

行
う

な
ど

、
管

理
者

（リ
ー

ダ
ー

）
の

補
佐

が
で

き
る

Ⅲ
中

堅
レ

ベ
ル

経
験

8
年

目
～

9
年

目

１
　

認
定

士
の

資
格

を
有

す
る

又
は

そ
れ

と
同

等
以

上
の

知
識

・技
術

を
も

っ
て

、
臨

床
業

務
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

２
　

新
人

や
新

規
採

用
者

を
教

育
・指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
３

　
自

発
的

に
学

会
参

加
や

論
文

発
表

を
行

い
、

現
場

に
反

映
す

る

こ
と

が
で

き
る

Ⅱ
ス

タ
ッ

フ
レ

ベ
ル

経
験

2
年

目
～

7
年

目

１
　

臨
床

工
学

技
士

と
し

て
の

理
解

を
深

め
、

臨
床

業
務

や
機

器
管

理
業

務
を

正
確

か
つ

確
実

に
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
２

　
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

、
医

師
や

看
護

師
及

び
他

の
医

療
技

術

者
と

連
携

し
、

効
果

的
な

業
務

を
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
３

　
医

療
安

全
、

感
染

対
策

に
留

意
し

た
行

動
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

４
　

自
己

の
学

習
の

発
見

や
問

題
解

決
に

取
り

組
み

、
部

門
目

標
に

沿
っ

た
個

人
目

標
を

立
て

る
こ

と
が

で
き

る

Ⅰ
新

人

１
　

千
葉

市
職

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
ち

、
病

院
の

理
念

を
理

解
し

、
社

会
人

・医
療

人
と

し
て

の
行

動
が

と
れ

る

２
　

指
導

や
教

育
の

下
で

、
臨

床
工

学
技

士
と

し
て

基
本

的
な

業
務

・
治

療
を

安
全

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る

３
　

指
導

を
受

け
な

が
ら

自
己

の
学

習
課

題
を

見
つ

け
、

個
人

目
標

を

立
て

る
こ

と
が

で
き

る

・新
規

採
用

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・千
葉

市
病

院
局

職
員

研
修

（
７

）
臨

床
工

学
科

ス
テ

ッ
プ

リ
ー

ダ
ー

レ
ベ

ル

外
部

研
修

内
部

研
修

　 　 　 　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

血
液

浄
化

専
門

臨
床

工
学

技
士

不
整

脈
治

療
専

門
臨

床
工

学
技

士

呼
吸

治
療

専
門

臨
床

工
学

技
士

透
析

技
術

認
定

士

3学
合

同
呼

吸
療

法
認

定
士

臨
床

Ｍ
Ｅ

専
門

認
定

士

体
外

循
環

技
術

認
定

士

意
識

改
革

臨 床 工 学 科 内 研 修 会 ・ カ ン フ ァ レ ン ス

医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修

臨 床 工 学 技 士 会 ・ 各 種 学 会 開 催 の 研 修 会 及 び 学 会 参 加 ・ 発 表

臨 床 工 学 な ど に 関 連 す る セ ミ ナ ー な ど へ の 参 加
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到
達

目
標

専
門

・認
定

等
の

資
格

取
得

な
ど

１
　

病
院

目
標

、
科

内
目

標
達

成
に

向
け

、
所

属
を

超
え

た
組

織
の

活
動

を
推

進
で

き
る

２
　

リ
ハ

ビ
リ

実
践

に
お

い
て

状
況

に
応

じ
た

総
合

的
な

判
断

が
で

き
る ３

　
管

理
者

と
し

て
の

視
点

で
院

内
外

の
関

係
部

門
と

の
連

携
、

調
整

が
で

き
る

千
葉

市
職

員
研

修
面

接
官

研
修

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

医
療

安
全

管
理

者
研

修
医

療
安

全
管

理
者

Ⅳ
主

任

１
　

自
己

目
標

を
科

内
目

標
と

連
動

し
て

立
案

し
、

部
門

の
目

標
達

成
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
２

　
専

門
性

を
高

め
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

役
割

を
理

解
し

、
業

務
を

円
滑

に
遂

行
で

き
る

３
　

ス
タ

ッ
フ

、
学

生
に

対
し

適
切

な
指

導
・調

整
が

で
き

る
４

　
後

輩
の

育
成

状
況

を
把

握
し

、
適

切
な

業
務

配
分

が
行

え
る

専
門

療
法

士

Ⅲ
ス

タ
ッ

フ
経

験
5年

目
以

上

１
　

医
療

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
理

解
し

、
実

践
で

き
る

２
　

自
己

目
標

を
持

ち
、

根
拠

に
基

づ
い

た
訓

練
を

実
践

し
、

後
輩

や
学

生
に

指
導

・助
言

が
で

き
る

３
　

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

必
要

性
を

理
解

し
、

自
己

研
鑚

が
で

き
る

認
定

療
法

士

呼
吸

療
法

認
定

士
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

士

Ⅱ
ス

タ
ッ

フ
経

験
2年

目
～

4年
目

１
　

積
極

的
に

先
輩

に
相

談
し

、
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

効
果

的
・効

率
的

な
リ

ハ
ビ

リ
業

務
の

実
践

が
で

き
る

２
　

新
人

や
後

輩
の

指
導

・助
言

が
で

き
る

３
　

リ
ハ

ビ
リ

実
践

の
中

か
ら

課
題

を
見

出
し

、
学

習
活

動
を

展
開

で
き

る

Ⅰ
新

人

１
　

公
務

員
と

し
て

の
自

覚
、

責
任

を
持

ち
、

病
院

職
員

、
医

療
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

基
本

的
態

度
を

身
に

つ
け

る
２

　
指

導
、

助
言

を
受

け
な

が
ら

正
確

な
知

識
・技

術
を

身
に

つ
け

、
基

本
的

な
リ

ハ
ビ

リ
を

安
全

に
提

供
で

き
る

３
　

報
告

、
連

絡
、

相
談

が
で

き
、

患
者

・職
員

と
良

好
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

新
規

採
用

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
千

葉
市

病
院

局
職

員
研

修

（
８

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

部
門

ス
テ

ッ
プ

科
長

　 　 　 　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

日
本

理
学

・作
業

療
法

士
協

会
新

人
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了

内
部

研
修

外
部

研
修

意
識

改
革

リ ハ ビ リ 科 内 研 修 会 ・ カ ン フ ァ レ ン ス

医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修

日 本 理 学 ・ 作 業 療 法 士 協 会 開 催 の 研 修 会 へ の 参 加

日 本 言 語 聴 覚 士 協 会 開 催 の 研 修 会 へ の 参 加

各 種 学 会 へ の 参 加 及 び 発 表

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 関 連 す る セ ミ ナ ー な ど へ の 参 加
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到
達

目
標

専
門

・
認

定
等

の
資

格
取

得
な

ど

１
　

自
己

の
目

標
を

病
院

組
織

の
方

針
と

連
動

さ
せ

て
立

案
し

、
部

門

の
目

標
達

成
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る

２
　

管
理

者
と

し
て

の
視

点
で

、
組

織
的

に
関

係
部

門
と

連
携

・
調

整

し
、

円
滑

な
業

務
運

営
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

る

３
　

地
域

支
援

病
院

と
し

て
の

役
割

を
認

識
し

、
地

域
医

療
支

援
病

院

運
営

委
員

会
を

運
営

で
き

る

４
　

ス
タ

ッ
フ

の
育

成
・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

の
た

め
の

支
援

が
で

き
る

５
　

地
域

連
携

の
視

点
か

ら
意

見
・
提

案
し

、
病

院
経

営
に

参
画

で
き

る

千
葉

市
職

員
研

修

・
面

接
官

研
修

・
医

療
安

全
管

理
者

養
成

研
修

・
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

医
療

安
全

管
理

者

Ⅳ
主

任
（
副

室
長

の
補

佐
役

）

１
　

地
域

医
療

・
保

健
・
福

祉
・
介

護
、

地
域

社
会

資
源

の
状

況
を

理

解
し

、
地

域
全

体
を

支
え

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

た
め

の
取

り
組

み

が
で

き
る

。

２
　

地
域

医
療

・
福

祉
・
介

護
の

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

を
め

ざ
し

、
研

修
会

及

び
講

演
会

の
企

画
運

営
や

情
報

発
信

が
で

き
る

３
　

地
域

支
援

病
院

と
し

て
の

役
割

を
認

識
し

、
地

域
医

療
支

援
病

院

運
営

委
員

会
を

運
営

す
る

際
は

、
副

室
長

の
補

佐
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

４
　

地
域

連
携

室
の

業
務

全
体

を
把

握
し

、
必

要
時

に
は

副
室

長
に

改
善

提
案

を
行

い
、

連
携

室
の

運
営

に
貢

献
で

き
る

・
リ

ー
ダ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修

・
地

域
連

携
に

お
け

る
「
デ

ー
タ

活
用

」
「
広

報
活

動
」
の

実
務

医
療

福
祉

連
携

士

(日
本

医
療

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
会

認
定

）

Ⅲ
経

験
4
年

目
～

主
任

１
　

専
門

領
域

に
お

け
る

知
識

を
深

め
、

応
用

で
き

、
後

輩
に

対
し

実

践
者

と
し

て
の

役
割

モ
デ

ル
と

な
り

指
導

が
で

き
る

２
　

病
院

の
地

域
連

携
部

門
の

一
員

と
し

て
外

部
会

議
に

出
席

し
、

責

任
あ

る
発

言
や

行
動

が
で

き
る

・
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
相

談
員

基
礎

研
修

Ⅲ

・
千

葉
県

が
ん

相
談

員
研

修

・
地

域
連

携
業

務
の

明
確

化
や

成
果

に
関

す
る

研
修

精
神

保
健

福
祉

士
の

資
格

取
得

（
社

会
福

祉
士

の
み

の
有

資
格

者
）

社
会

福
祉

士
の

資
格

取
得

（
精

神
保

健
福

祉
士

の
み

の
有

資
格

者
）

が
ん

相
談

支
援

員
Ⅲ

Ⅱ
経

験
2
年

目
～

3
年

目

1
　

医
療

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
理

解
し

、
相

談
員

と
し

て
患

者
・
家

族
の

個
別

性
を

踏
ま

え
、

根
拠

に
基

づ
い

た
相

談
支

援
が

で

き
る

２
　

地
域

の
社

会
資

源
の

情
報

収
集

に
努

め
、

行
政

・
福

祉
・
介

護
・

他
の

医
療

施
設

な
ど

の
関

係
機

関
と

情
報

共
有

や
良

好
な

連
携

関

係
を

築
き

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

き
る

３
　

院
内

委
員

会
に

参
加

し
、

病
院

組
織

運
営

に
貢

献
で

き
る

４
　

日
々

の
相

談
支

援
業

務
の

中
か

ら
課

題
を

見
出

し
、

専
門

知
識

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
相

談
員

基
礎

研
修

Ⅰ
・
Ⅱ

・
D

V
研

修
・
虐

待
研

修

が
ん

相
談

支
援

員
Ⅰ

が
ん

相
談

支
援

員
Ⅱ

介
護

支
援

相
談

員

Ⅰ
新

人

1
　

公
務

員
、

病
院

、
地

域
連

携
部

門
の

職
員

と
し

て
、

自
覚

と
責

任

が
持

て
る

２
　

病
院

、
地

域
連

携
部

門
の

理
念

を
理

解
し

て
行

動
で

き
る

３
　

病
院

の
機

能
と

各
部

門
の

役
割

を
理

解
し

、
医

療
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

の
行

動
が

と
れ

る

４
　

医
療

の
知

識
、

福
祉

・
介

護
の

制
度

を
理

解
し

、
先

輩
の

指
導

を

受
け

な
が

ら
患

者
・
家

族
の

相
談

支
援

が
で

き
る

５
　

患
者

・
家

族
及

び
職

員
と

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と

が
で

き
る

６
　

日
常

業
務

を
振

り
返

り
、

指
導

を
受

け
な

が
ら

自
己

に
必

要
な

学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

・
千

葉
市

病
院

局
職

員

研
修

ス
テ

ッ
プ

副
室

長

　 　 　 　 　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

・
疾

患
の

基
本

知
識

・
病

態
の

基
本

知
識

・
薬

剤
の

基
本

知
識

・
栄

養
の

基
本

知
識

・
地

域
連

携
パ

ス
の

運

用
方

法

（
９

）
地

域
連

携
部

門

内
部

研
修

外
部

研
修

意
識

改
革

退 院 支 援 カ ン フ ァ レ ン ス

医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修

関 係 機 関 主 催 の 最 新 情 報 を 得 る た め の 研 修 会 ・ 講 演 会 参 加

学 会 参 加 ・ 論 文 発 表 地 域 の 勉 強 会 ・ 研 究 会 参 加
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到
達

目
標

専
門

・認
定

等
の

資
格

取
得

な
ど

Ⅳ
経

験
10

年
目

～

１
　

病
院

の
目

標
達

成
に

向
け

て
、

所
属

を
超

え
た

組
織

の
活

動
を

推
進

で
き

る

２
　

 診
療

情
報

の
精

度
管

理
と

利
活

用
を

通
し

て
経

営
管

理
者

の
意

思
決

定
を

補
佐

し
、

専
門

性
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る

３
　

管
理

者
と

し
て

の
視

点
で

、
組

織
的

に
関

連
部

門

や
地

域
と

の
連

携
・調

整
・協

働
が

で
き

る

４
　

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

必
要

性
を

理
解

し
、

上
司

と
と

も
に

後
輩

の
自

己
研

鑽
を

支
援

で
き

る

・人
材

育
成

・経
営

分
析

・組
織

分
析

・医
療

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

　

・院
内

が
ん

登
録

実
務

指
導

者
・診

療
情

報
管

理
士

指
導

者
・医

療
経

営
士

1級

Ⅲ
経

験
6年

目
～

9年
目

1　
幅

広
い

知
識

、
俯

瞰
的

視
点

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る ２
　

担
当

業
務

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

的
役

割
を

果
た

し
、

発
生

し
た

問
題

を
解

決
で

き
る

３
　

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

必
要

性
を

理
解

し
、

後
輩

の

自
己

研
鑽

を
支

援
で

き
る

。

４
　

学
会

発
表

、
論

文
発

表
が

で
き

る

・チ
ー

ム
医

療
・地

域
医

療
連

携
・リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・人
材

育
成

・医
療

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・院
内

が
ん

登
録

実
務

中
級

・医
療

経
営

士
２

級
・統

計
検

定
３

級
・医

療
情

報
技

師

Ⅱ
経

験
2年

目
～

5年
目

1　
組

織
目

標
を

理
解

し
、

部
署

目
標

を
自

己
目

標
と

連
動

さ
せ

て
立

案
が

で
き

、
そ

の
目

標
達

成
に

む
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る

２
　

 診
療

情
報

の
精

度
の

高
い

管
理

・点
検

・利
活

用
・提

供
す

る
業

務
を

理
解

し
、

根
拠

に
基

づ
き

実

務
を

行
え

る

３
　

後
輩

等
に

対
し

、
適

切
な

指
導

・調
整

が
で

き
る

４
　

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

必
要

性
を

理
解

し
、

自
己

研

鑽
が

で
き

る

・診
療

録
管

理
・院

内
が

ん
登

録
・D

P
C

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

・カ
ル

テ
開

示
・医

療
安

全
・個

人
情

報
保

護

・コ
ー

デ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

・統
計

学
研

修
・個

人
情

報
保

護
研

修

・院
内

が
ん

登
録

実
務

初
級

・医
療

経
営

士
３

級

Ⅰ
新

人

１
　

公
務

員
、

病
院

職
員

、
診

療
情

報
管

理
士

と
し

て

の
自

覚
と

責
任

が
持

て
る

２
　

病
院

の
理

念
を

理
解

し
、

事
務

職
と

し
て

行
動

で

き
る

３
　

診
療

情
報

の
管

理
や

点
検

業
務

に
必

要
な

知

識
・技

術
を

身
に

つ
け

る

４
　

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

の
適

正
化

に
向

け
て

、
精

度
の

向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

５
 院

内
の

医
師

や
他

部
門

と
良

好
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

・新
規

採
用

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・千
葉

市
病

院
局

職
員

研
修

・診
療

録
管

理
・個

人
情

報
保

護
・D

P
C

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

・診
療

統
計

・コ
ー

デ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

・全
国

が
ん

登
録

・統
計

学
研

修

（１
０

）診
療

情
報

管
理

士

ス
テ

ッ
プ

　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

内
部

研
修

外
部

研
修

意
識

改
革

診 療 情 報 管 理 士 生 涯 教 育 研 修 （ 主 に 診 療 報 酬 に 係 る 研 修 ）

医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修
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病
院

局
職

員
千

葉
市

職
員

と
し

て
の

役
割

●
病

院
を

経
営

す
る

立
場

と
し

て
必

要
な

下
記

の
知

識
・能

力
の

習
得

・向
上

・医
療

制
度

の
動

向
を

踏
ま

え
た

課
題

解
決

能
力

・戦
略

立
案

能
力

・組
織

管
理

　
※

2

・財
務

会
計

・管
理

会
計

・リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
（医

療
安

全
）

●
課

長
級

・課
の

統
率

・所
管

業
務

に
関

す
る

意
思

決
定

・課
の

体
制

・環
境

整
備

、
課

間
連

携
の

促
進

・部
下

に
対

す
る

育
成

指
導

の
計

画
・実

践
●

課
長

補
佐

級
・課

長
に

対
す

る
支

援
・円

滑
な

業
務

遂
行

の
た

め
の

連
絡

調
整

・部
下

に
対

す
る

育
成

指
導

●
必

修
研

修
・課

長
研

修
・課

長
補

佐
研

修

●
訟

務
事

務
研

修
（政

策
法

務
課

）
・医

事
室

長
・事

務
長

・管
理

課
長

●
事

務
長

等
病

院
幹

部
職

員
向

け
研

修

●
各

能
力

養
成

の
た

め
の

個
別

研
修

・医
療

制
度

の
最

新
動

向
に

関
す

る
研

修
・戦

略
立

案
研

修
・組

織
管

理
に

関
す

る
研

修
・財

務
会

計
・管

理
会

計
研

修
・医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
（必

須
）

医
療

経
営

士
２

級
病

院
管

理
士

認
定

（任
意

）

Ⅲ
主

査
級

●
主

査
級

・係
の

統
率

、
適

切
な

業
務

分
担

・課
題

発
見

、
改

革
・改

善
・部

下
に

対
す

る
育

成
指

導

●
主

査
・主

査
研

修

Ⅱ

一
般

職
員

～
中

堅
職

員
（1

級
～

３
級

）

●
中

堅
職

員
・中

堅
職

員
研

修

●
主

事
等

（２
級

）
・採

用
2年

目
～

4年
目

研
修

●
新

規
採

用
職

員
・新

規
採

用
職

員
研

修

Ⅰ

病
院

局
１

年
目

職
員

（異
動

を
含

む
）

※
１

●
病

院
に

関
す

る
基

礎
知

識
の

習
得

・病
院

現
場

の
知

識
の

習
得

・診
療

報
酬

に
関

す
る

知
識

（基
礎

）の
習

得
・医

療
制

度
に

関
す

る
知

識
の

習
得

・千
葉

市
病

院
事

業
の

概
要

の
理

解

●
病

院
局

新
規

配
属

職
員

研
修

 ※
４

・病
院

現
場

見
学

・体
験

実
習

・千
葉

市
病

院
事

業
の

概
要

　
（経

営
状

況
・プ

ラ
ン

等
）

医
療

経
営

士
３

級

※
1　

管
理

職
を

含
む

病
院

局
１

年
目

職
員

は
、

ま
ず

ス
テ

ッ
プ

Ⅰ
に

掲
げ

る
研

修
を

受
講

す
る

こ
と

と
し

、
そ

の
後

、
そ

の
職

責
に

応
じ

た
研

修
を

行
う

。

※
2　

主
に

、
構

築
し

た
戦

略
を

実
現

す
る

た
の

組
織

の
設

計
と

統
制

の
手

法
に

関
す

る
知

識
を

い
う

。

※
3　

D
P

C
分

析
に

基
づ

く
経

営
改

善
等

の
報

告
・意

見
交

換
を

行
う

研
修

で
あ

る
。

※
4　

病
院

局
に

新
規

に
配

属
さ

れ
た

事
務

職
員

を
対

象
に

、
病

院
に

関
す

る
基

礎
知

識
の

習
得

を
図

る
た

め
に

行
う

研
修

で
あ

る
。

意
識

改
革 　 　 　 　 　 　 業 務 改 善 な ど の 活 動 推 進 に 参 画

課
長

級
課

長
補

佐
級

（
１

１
）
事

務
部

門

ス
テ

ッ
プ

到
達

目
標

外
部

研
修

専
門

・認
定

等
資

格
取

得

●
業

務
遂

行
に

必
要

な
専

門
的

知
識

・能
力

の
習

得
・向

上
【経

営
企

画
課

】
・医

療
制

度
の

動
向

に
関

す
る

知
識

の
習

得
・診

療
報

酬
に

関
す

る
知

識
の

習
得

・経
営

分
析

能
力

の
習

得
・戦

略
立

案
能

力
の

習
得

・管
理

会
計

に
関

す
る

知
識

の
習

得
・予

算
・決

算
・出

納
に

関
す

る
知

識
の

習
得

・医
薬

品
等

の
調

達
に

関
す

る
知

識
の

習
得

【管
理

課
】

・人
事

労
務

管
理

に
関

す
る

知
識

の
習

得
・診

療
報

酬
に

関
す

る
知

識
の

習
得

【事
務

局
（総

務
・管

理
）】

・予
算

・決
算

・出
納

に
関

す
る

知
識

の
習

得
・人

事
労

務
管

理
に

関
す

る
知

識
の

習
得

・医
療

制
度

の
動

向
に

関
す

る
知

識
の

習
得

・建
物

の
維

持
管

理
、

防
災

・防
犯

に
関

す
る

知
識

の
習

得
【事

務
局

（医
事

）】
・施

設
基

準
を

含
む

診
療

報
酬

知
識

や
D

P
C

に
基

づ
く
経

営
分

析
能

力
の

習
得

・診
療

報
酬

に
関

す
る

知
識

（応
用

）の
習

得
・D

P
C

分
析

に
関

す
る

知
識

の
習

得
●

他
病

院
に

お
け

る
取

組
み

等
の

把
握

●
専

門
的

知
識

の
向

上
・習

得
【経

営
企

画
課

】
・医

療
制

度
の

最
新

動
向

に
関

す
る

研
修

・診
療

報
酬

研
修

・経
営

分
析

に
関

す
る

研
修

・戦
略

立
案

研
修

・管
理

会
計

研
修

（原
価

計
算

等
）

・予
算

・決
算

・出
納

に
関

す
る

研
修

・調
達

業
務

に
関

す
る

研
修

【管
理

課
】

・人
事

労
務

管
理

研
修

・診
療

報
酬

研
修

【事
務

局
（総

務
・管

理
）】

・予
算

・決
算

・出
納

に
関

す
る

研
修

・人
事

労
務

管
理

研
修

・医
療

制
度

の
最

新
動

向
に

関
す

る
研

修
【事

務
局

（医
事

）】
・診

療
報

酬
研

修
・D

P
C

分
析

研
修

●
他

病
院

に
お

け
る

取
組

み
の

把
握

・学
会

へ
の

参
加

等

【経
営

企
画

課
】

医
療

経
営

士
３

級
簿

記
検

定

【管
理

課
】

社
会

保
険

労
務

士
衛

生
管

理
者

【事
務

局
（総

務
・管

理
）】

・ボ
イ

ラ
ー

・タ
ー

ビ
ン

主
任

技
術

者
・電

気
主

任
技

術
者

【事
務

局
（医

事
室

）】
・診

療
報

酬
請

求
事

務
能

力
認

定

内
部

研
修

●
中

堅
職

員
（３

級
）

・担
当

業
務

の
遂

行
・課

題
発

見
、

改
革

・改
善

・メ
ン

バ
ー

に
対

す
る

支
援

、
　

後
輩

に
対

す
る

育
成

指
導

●
一

般
職

員
・担

当
業

務
の

遂
行

・課
題

発
見

、
改

革
・改

善
・仕

事
の

基
本

の
習

熟

Ｄ Ｐ Ｃ 分 析 研 修 （ ※ 3 ） 医 療 安 全 研 修 感 染 対 策 研 修 接 遇 研 修 心 肺 蘇 生 研 修



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年は千葉開府 900 年 

千葉市章は、千葉市の開祖、千葉氏の月星の紋章からとったものです。千葉氏の紋章は月星・九曜星の併用

ですが、この月星に千葉の「千」を入れて、大正 10 年に市制施行を記念して本市の市章としました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


